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1.目的 

花き類では、これまでにキクにおいて、シンクロトロン光を照射することにより、様々

な花色変異や早生化等の有用な変異系統を獲得することができた。 

今回の試験では、ユリの鱗片およびキク挿し穂において、主に花色変異を目的として

照射を行い、有用変異個体の獲得を試みる。 

 

2.実験内容(試料、実験方法) 

【ユリ】 

ユリ系統「2015-15」の鱗片にシンクロトロン光を、2、3 および 4 Gy で照射し、照射

8 週間後の各照射区において小植物体の形成が認められた鱗片数を調査し、無照射区と

比較した。 

【キク】 

夏秋スプレーギク系統「佐賀 SK36 号」および「佐賀 SK37 号」の挿し穂に、シンクロ

トロン光を、15 および 20 Gy で照射し、照射 8 週間後の各照射区における挿し穂の生存

数を調査し、無照射区と比較した。 

 

3.実験結果 

【ユリ】 

 無照射区および 2 Gy 区では 90％以上の鱗片で小植物体が形成されたが、3 Gy 区では

半数程度、4 Gy 区では 20％程度となり、小植物体を形成した鱗片の割合は線量が高くな

るほど低下した。 

【キク】 

 供試した 2 系統とも、いずれの吸収線量でも照射した全ての穂が生存していたが、20 

Gy 区では生存はしているものの、生育スピードが他照射区よりも緩慢な傾向が認められ

た。 

 

 

※今後の課題 

 両品目とも栽培を継続し、開花時における花色等の変異を調査し、優良変異個体を選

抜する予定である。 
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